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角
田
市
農
業
振
興
公
社
の
第
３０
回
総
会

（
定
時
）
を
５
月
２８
日
（
水
）
午
後
６
時

００
分
か
ら
角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー
２０１
会

議
室
で
開
催
し
、
３１
名
の
会
員
（
議
決
権

行
使
書
出
席
含
め
１１４
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。 開

会
に
あ
た
り
、
黑
須
理
事
長
よ
り
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

角
田
市
全
域
で
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
、
令
和
７
年
産
主
食
用
米
の
作
付
目

安
面
積
等
に
つ
い
て
、
今
年
度
実
施
し
て

い
る
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
事
業
（
金
津
小
学

校
区
、
北
郷
地
区
、
西
根
地
区
の
各
地
区
と

東
京
都
目
黒
区
の
小
学
校
と
の
間
で
行
わ

れ
て
い
る
都
市
農
村
交
流
事
業
）
や
公
社

所
属
の
角
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

任
期
を
終
了
し
、
角
田
市
内
に
新
規
就
農

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
今
年
度
も
重
点

目
標
と
し
て
新
規
就
農
者
確
保
を
掲
げ
て
、

市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
相
談
会
等
に
参
加

す
る
と
と
も
に
就
農
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
く
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
宮
城
県
大
河
原
農
業
振
興
部

長
の
長
谷
部
幹
様
を
は
じ
め
、
角
田
市
議

会
議
長
馬
場
道
晴
様
、
宮
城
県
議
会
議
員 

八
島
利
美
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

         

総
会
は
、
藤
尾
地
区
の
佐
藤
清
彦
さ
ん

を
議
長
に
選
出
し
、「
令
和
６
年
度
事
業
の

報
告
と
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対

照
表
、
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
」「
公

益
社
団
法
人
角
田
市
農
業
振
興
公
社
会
費

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」「
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
」
の
３
件
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

現
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ

た
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
は
、
理
事
１５

名
と
監
事
２
名
（
う
ち
１
名
新
任
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

 

〇
退
任
さ
れ
た
役
員 

 
 

 

監
事
：
髙
橋
正
明
氏
（
角
田
） 

〇
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員 

 
 

 

監
事
：
堀
米
浩
二
氏
（
西
根
） 

 ※
役
員
は
、
以
下
の
方
々
で
す
。 

理
事
：
黑
須 

貫
氏
、
舟
山
健
一
氏
、
遠
藤

裕
一
氏
、
河
村 

亨
氏
、
面
川
義
明
氏 

島
津
健
一
氏
、
渡
邊
俊
博
氏
、
小
川
一
召
氏
、

星 

光
彦
氏
、
宍
戸
明
美
氏
、
森
谷 

茂
氏
、

三
浦 

徹
氏
、
永
田
眞
由
美
氏
、
小
野
良
憲

氏
、
八
巻
隆
次
氏 

 
 

    

  

監
事
：
斎
藤
巧
一
氏
、
堀
米
浩
二
氏 

 

黑
須
理
事
長
、
舟
山
副
理
事
長
が
再
任 

定
時
総
会
終
了
後
、
新
た
に
選
任
さ
れ

た
理
事
、
監
事
が
出
席
し
た
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
理
事
長
、
副
理
事
長
の
選
定
が
行

わ
れ
た
結
果 

理
事
長
に
黑
須
貫
氏
（
角
田
市
長
）、
副
理

事
長
に
舟
山
健
一
氏
（
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南

代
表
理
事
組
合
長
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

         

        

  

 

          

今
年
度
も
、
角
田
の
農
産
物
を
サ
ポ
ー

ト
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
特
別
会
員

事
業
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
の
購
入
者
の

皆
様
か
ら
「
美
味
し
く
家
族
で
あ
っ
と
い

う
間
に
い
た
だ
き
ま
し
た
」
、
「
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
、
食
が
進
み
ま
し
た
」
な
ど
、
ま

た
次
回
も
購
入
し
た
い
と
の
意
見
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
後
も
特
別
会
員
事
業
に
ご
賛
同
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
、
よ
り

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
生
産
者
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。 

原
材
料
や
米
の
価
格
の
高
騰
に
伴
い
価

格
を
見
直
し
、
今
年
度
募
集
を
始
め
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

    

  

 

  

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り 

第第

回回
総総
会会
（（
定定
時時
））
開開
催催
ささ
れれ
るる  

△△総総会会のの様様子子  

特特
別別
会会
員員
事事
業業  

農農
産産
物物
生生
産産
者者
会会
議議
開開
催催  

～～
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一一
層層
のの
満満
足足
ささ
れれ
るる
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角
田
市
農
業
振
興
公
社
で
は
、
令
和
４

年
１
月
か
ら
６
年
１２
月
ま
で
の
３
年
間
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
し
た
、
吉
川
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
道
の

駅
か
く
だ
と
公
社
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
『
梨

園c
h

a
lle

n
g
e

』
で
は
、
梨
の
生
産
か
ら
収

穫
ま
で
の
農
作
業
を
体
験
す
る
機
会
を
提

供
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
９
月
の
期
間
に

計
４
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
県

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
町
村
か
ら
11
名
の

応
募
が
あ
り
、
す
で
に
４
月
と
５
月
に
計

２
回
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
１
回
で
は
今
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

行
わ
な
か
っ
た
「
幸
水
」
の
摘
蕾
（
て
き
ら

い
：
咲
く
前
の
蕾
を
間
引
く
）
作
業
を
行
い
、

今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
初
め

て
行
う
作
業
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
ま
し

た
が
、
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
か
ら
は
、
積
極
的

に
摘
ん
で
い
ま
し
た
。 

第
２
回
で
は
摘
果
（
て
き
か
：
受
粉
し
た

実
を
間
引
く
）
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
経
験

の
あ
る
参
加
者
が
多
く
、
迷
い
の
な
い
手

つ
き
で
傷
が
あ
る
実
を
切
り
落
と
し
て
い

ま
し
た
。 

残
り
の
２
回
は
、
８
月
に
幸
水
の
収
穫
、

９
月
に
豊
水
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

角
田
市
農
業
振
興
公
社
で
は
、
農
家
の

方
々
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
農
支
援

や
後
継
者
育
成
に
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
温
か
い
応
援
を
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

   
 

  
                

 
   

 
     

か
く
だ
の
地
酒
を
楽
し
む
会
で
は
、
昨 

年
大
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
角
田
産

の
酒
米
「
美
山
錦
」
を
使
用
し
、
蔵
王
酒
造 

で
醸
造
す
る
「
ひ
や
お
ろ
し
」
を
今
年
も

特
別
販
売
い
た
し
ま
す
。 

『
ひひ
やや
おお
ろろ
しし
』
と
は
・
・
・
・
・ 

① 

冬
に
仕
込
ん
だ
新
酒
を
一
回
の 

み
火
入
れ
す
る
。 

② 

低
温
貯
蔵
で
夏
の
間
じ
っ
く
り
熟

成
さ
せ
る
。 

③ 

秋
風
が
吹
く
こ
ろ
に
出
荷
さ
れ
る

日
本
酒
で
す 

寝
か
せ
る
こ
と
で
角
が
取
れ
、
飲
み
口

が
良
く
ま
ろ
や
か
で
味
わ
い
深
い
の
が
特

徴
で
す
。 

脂
の
乗
っ
た
秋
の
秋
刀
魚
や
冬
の
鍋
物

と
の
相
性
は
最
高
か
も
♪
♪ 

 

純
米
大
吟
醸
と
特
別
純
米
酒
２
本
一
セ

ッ
ト
、
秋
季
限
定
及
び
数
量
限
定
に
て
販

売
い
た
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
農
業
振
興
公
社
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

  

※※
２２００
歳歳
以以
上上
のの
方方
のの
みみ
のの
販販
売売

とと
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。  

※※
１１
セセ
ッッ
トト
２２
本本
（（
純純
米米
大大
吟吟
醸醸
、、

特特
別別
純純
米米
酒酒  

各各
11..88
ℓℓ
））  

販販
売売
予予
定定
価価
格格  

８８
，，
８８
００
００
円円  

（（
税税
込込
）） 

           
         

  
  

当
公
社 

事
務
局
長
の
菅
原 

寛
文
が 

令
和
７
年
5
月
5
日
（
月
）
に
逝
去
い
た

し
ま
し
た 

 

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す 

              
 

             

梨梨
園園
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ  

  

～～  

シシ
ーー
ズズ
ンン  

３３  

～～  

公公社社ででははホホーームムペペーージジにに加加ええXXもも行行っってていいまますす。。  

是是非非併併せせててごご覧覧くくだだささいい。。  
  

※※上上記記のの二二次次元元ココーードドかかららももアアククセセスス可可能能でですす。。  

XX  HHPP  
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金金津津小小学学校校区区農農業業体体験験交交流流のの写写真真  

     
 

 

金
津
小
学
校
区
交
流
田
で
は
、
５
月
10

日
（
土
）
に
下
目
黒
小
学
校
有
志
37
名
と

金
津
小
学
校
児
童
希
望
者
19
名
に
よ
る
交

流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

に
枝
野
小
学
校
と
藤
尾
小
学
校
が
統
合
さ

れ
、
金
津
小
学
校
と
し
て
は
３
回
目
の
田

植
え
体
験
と
な
り
ま
す
。 

 

参
加
し
た
両
校
の
児
童
は
、
交
流
田
で

行
わ
れ
た
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
入
校
式
の
後
、

農
業
体
験
実
行
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、

つ
や
姫
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

苗
を
渡
さ
れ
た
児
童
た
ち
は
、
素
足
で

あ
ぜ
道
を
踏
み
し
め
な
が
ら
奥
へ
と
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
軟
ら
か
な
田
ん

ぼ
の
泥
に
足
を
入
れ
る
こ
と
を
躊
躇
う
子

も
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
か
ら
は
競
う
よ

う
に
植
え
進
み
、
予
定
を
は
る
か
に
超
え

る
作
業
ス
ピ
ー
ド
で
田
植
え
体
験
を
終
え

ま
し
た
。 

  

         

      

絆
交
流
田
で
は
、
５
月
24
日
（
土
）
に

緑
ヶ
丘
小
学
校
区
有
志
41
名
を
迎
え
、
角

田
絆
交
流
事
業
の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、

JA
青
年
部
北
郷
支
部
の
指
導
の
も
と
、
ひ

と
め
ぼ
れ
の
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
空
に
雲
が
広
が
り
、
暑
さ
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
作
業
に
適
し
た
環
境

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
児
童
た
ち
と

保
護
者
の
方
々
は
ス
ム
ー
ズ
に
田
植
え
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

希
望
し
た
参
加
者
に
対
し
て
は
、
JA
青

年
部
北
郷
支
部
の
方
が
用
意
し
た
田
植
え

機
乗
車
体
験
も
行
わ
れ
、
普
段
乗
る
機
会

の
少
な
い
田
植
え
機
の
乗
り
心
地
に
興
奮

し
な
が
ら
、
児
童
は
楽
し
そ
う
な
表
情
を

し
て
い
ま
し
た
。 

         

  

    

 

 

北
郷
小
学
校
で
は
、
５
月
21
日
（
水
）

に
５
年
生
20
名
に
よ
る
あ
ぶ
く
ま
農
学
校

の
田
植
え
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
入
校
式
は
校
舎
玄
関

前
で
行
わ
れ
、
校
長
先
生
か
ら
激
励
を
い

た
だ
い
て
校
外
の
学
習
田
へ
移
動
し
ま
し

た
。 学

習
田
で
は
、
JA
青
年
部
北
郷
支
部
に

よ
る
田
植
え
指
導
の
後
、
ひ
と
め
ぼ
れ
を

手
植
え
し
て
い
き
ま
し
た
。 

児
童
は
田
植
え
（
手
植
え
）
を
経
験
し
て

い
る
子
が
少
な
く
、
ぬ
か
る
み
に
足
を
取

ら
れ
そ
う
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
度
か
植
え
て
い
る
う
ち
に
感

覚
を
つ
か
ん
だ
児
童
た
ち
は
、
泥
に
汚
れ

る
こ
と
を
気
に
せ
ず
、
手
際
よ
く
苗
を
植

え
て
い
き
ま
し
た
。 

田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
も
、
児
童
た
ち

は
普
段
で
き
な
い
田
ん
ぼ
で
の
徒
競
走
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

               

  
西
根
地
区
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
横
の
交
流
田

で
は
、
５
月
31
日
（
土
）
に
月
光
原
小
学

校
区
の
有
志
35
名
と
北
郷
小
学
校
児
童
お

よ
び
幼
稚
園
児
10
名
に
よ
る
西
根
地
区
農

業
体
験
交
流
の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
雨
が
強
ま
る
見
込
み
だ

っ
た
た
め
、
児
童
た
ち
は
顔
合
わ
せ
を
手

短
に
済
ま
せ
、
雨
具
を
着
用
し
て
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
肌
寒
さ
に
も

負
け
ず
、
最
後
ま
で
田
植
え
を
や
り
遂
げ

ま
し
た
。 

作
業
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、
西
根
自

治
セ
ン
タ
ー
で
改
め
て
自
己
紹
介
を
行
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

             
 

     

金金
津津
小小
学学
校校
区区
農農
業業
体体
験験
交交
流流
事事
業業  

角角
田田
絆絆
交交
流流
事事
業業
（（
北北
郷郷
））  

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
農
業
体
験
学
習
「
春
」
各
団
体
で
田
植
え 

西西
根根
地地
区区
農農
業業
体体
験験
交交
流流  

北北
郷郷
小小
学学
校校
体体
験験
学学
習習  

 

角角田田絆絆交交流流のの写写真真  
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西西根根地地区区農農業業体体験験のの写写真真  
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市市長長ととのの農農政政懇懇談談会会のの様様子子  

土土のの塾塾のの様様子子  

 

   

令
和
７
年
１
月
27
日
、
角
田
市
農
業
経

営
者
会
議
（
森
谷
茂
会
長 

会
員
46
名
）

は
、
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
、
市
長
と
の
農
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、『
角
田
市
の
現
状
と
今
後

の
農
政
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
中

心
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
長
は
、

担
い
手
の
育
成
と
確
保
が
全
て
の
分
野
で

重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

持
続
可
能
な
農
業
の
維
持
に
向
け
て
、
効

率
的
な
農
地
の
集
約
を
進
め
る
と
と
も
に
、

家
族
経
営
や
副
業
的
農
業
へ
の
支
援
に
も

努
め
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
県
と
市
が
施
設
更
新
や
機
械
購
入
を

補
助
す
る
制
度
、
来
客
数
が
増
加
し
て
い

る
道
の
駅
で
の
作
物
販
売
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
財
政
課
よ
り
『
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
』
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
角
田

市
へ
の
寄
付
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
梅

干
し
を
中
心
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
自
作
の
農
作
物
の
PR
も
兼
ね
て
返
礼

品
へ
の
登
録
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。 

農
業
経
営
者
会
議
は
、
本
年
度
も
多
く

の
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
若
手
農
業

者
同
士
の
交
流
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
に
対
し
、
農
業
経

営
に
関
す
る
新
た
な
知
識
や
情
報
を
発

信
・
共
有
し
、
角
田
市
の
農
業
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

   

             
角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
は
、
令
和
７

年
２
月
２６
日
か
ら
２
日
間
、
有
志
に
よ
る

先
進
地
視
察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
研

修
先
は
古
川
農
業
試
験
場
と
舞
台
フ
ァ
ー

ム 

美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。 

古
川
農
業
試
験
場
で
は
乾
田
直
播
や
イ

ネ
の
新
品
種
に
つ
い
て
な
ど
、
現
在
行
っ

て
い
る
研
究
に
つ
い
て
職
員
か
ら
わ
か
り

や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

舞
台
フ
ァ
ー
ム 

美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー

ス
で
は
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
ハ
ウ

ス
管
理
を
効
率
的
に
行
う
技
術
と
設
備
に

つ
い
て
見
学
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
道
の
駅

３
か
所
を
訪
れ
、
地
場
産
品
の
販
売
や
地

域
と
の
連
携
の
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。 

先
進
的
な
取
組
に
ふ
れ
た
こ
の
２
日
間

の
学
び
を
、
今
後
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
と
し
、

地
域
の
農
業
を
さ
ら
に
前
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

 

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
「
土
の
塾
」
は
、
新
た

に
農
業
を
始
め
る
方
々
へ
の
支
援
を
行
い
、

実
際
の
農
業
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
で
角

田
の
風
土
を
直
接
感
じ
、
角
田
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

例
年
は
８
月
に
、
４
日
か
ら
１
週
間
に

わ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
市
内
の
宿
に

宿
泊
し
な
が
ら
農
作
業
を
体
験
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
土
曜
日
と

日
曜
日
に
通
い
で
参
加
で
き
る
方
を
募
集

し
ま
し
た
。 

今
回
の
体
験
で
は
、 

（
株
）
舘
島
田
フ
ァ
ー
ム
Dero
代
表
取
締
役 

大
泉
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
計
４
回
、
ね
ぎ
の
播
種

は

し

ゅ

と

定

植

て
い
し
ょ
く

作
業
を
中
心
に
体
験
し
ま
し
た
。 

今
回
の
農
業
体
験
が
、
参
加
者
の
今
後

の
生
活
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

            

    あ
ぶ
く
ま
農
学
校
「
土
の
塾
」
は
、
角
田

の
農
業
者
か
ら
直
接
、
見
て
、
聞
い
て
、
触

れ
て
、
体
験
す
る
農
業
塾
で
す
。
今
回
は
、

面
川
農
場
（
株
）
の
圃
場
で
水
稲
の
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
の
体
験
を
行
い
ま
す
。
プ
ロ

の
農
業
者
の
生
の
声
を
聞
き
、
現
場
を
見

て
、
体
験
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

●
募
集
人
数
：
若
干
名 

（
１８
歳
以
上
の
方
。
性
別
不
問
） 

●
参
加
要
件 

・
角
田
市
で
の
就
農
を
考
え
て
い
る 

 
 

 

方 

 

・
通
い
で
の
参
加
が
可
能
な
方 

●
日
程 ５

月
よ
り
開
始
、
途
中
参
加
可
能 

月
１
～
２
回
開
催
予
定 

 

●
参
加
費
用
：
無
料 

 

●
講
師
：
面
川 

大
明 

氏 

（
面
川
農
場
（
株
）
代
表
） 

●
持
参
品
：
健
康
保
険
証
等
、
農
業
体
験

で
き
る
作
業
着
・
靴
、
昼
食
等 

 

ま
た
、
詳
し
い
概
要
と
参
加
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
公
社
HP
内
、
あ
ぶ
く
ま
農

学
校
土
の
塾
の
塾
生
募
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

 

 

   

令令
和和
７７
年年
ああ
ぶぶ
くく
まま
農農
学学
校校 

 

土土
のの
塾塾  

塾塾
生生
募募
集集 

角角
田田
市市
農農
業業
経経
営営
者者
会会
議議  

～～
農農
政政
懇懇
談談
会会
～～  

先先

進進

地地

視視

察察  

令令
和和
６６
年年
度度  

ああ
ぶぶ
くく
まま
農農
学学
校校

「「
土土
のの
塾塾
」」  


